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後 援 川 崎 市

バ
ー
コ
ー
ド
新
方
式
で
の
月
例
川
崎
に

ご
理
解
を
！

実
行
委
員
会
よ
り

11
月
・
12
月
と
２
回
の
バ
ー
コ
ー
ド
で
の
受
付
及
び
決
勝
・
計
時
で
の
試
行
で
し
た
が
、

若
干
混
乱
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
月
よ
り
本
格
運
用
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
新
方
式
の
信
頼
性
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

12
月
月
例
で
は
記
録
発
表
に
一
部
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
が
単
純
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
、

今
回
記
録
一
覧
に
て
訂
正
し
て
お
り
ま
す
。
（
ゴ
ー
ル
後
は
ゴ
ー
ル
順
に
並
ん
で
下
さ
い
）

バ
ー
コ
ー
ド
の
導
入
で
も
っ
と
腕
を
磨
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
が

受
付
、
計
時
・
決
勝
に
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
か
ら
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
受
付
方
法
変
更
し
ま
す
。
（
初
参
加
受
付
は
従
来
通
り
）

一

今
月
（
１
月
）
よ
り
従
来
の
参
加
記
入
カ
ー
ド
は
廃
止
し
ま
す
。

二

当
月
現
地
で
の
棄
権
届
け
は
バ
ー
コ
ー
ド
受
付
で
受
付
け
ま
す
。

（
受
付
を
通
過
し
た
が
ゴ
ー
ル
し
な
い
人
を
さ
し
ま
す
）

三

翌
月
（
次
の
月
）
の
棄
権
は
現
地
受
付
と
し
バ
ー
コ
ー
ド
発
行
所
で
受
付
け
ま
す
。

四

次
々
月
（
２
ケ
月
先
以
降
）
の
現
地
で
の
バ
ー
コ
ー
ド
で
の
棄
権
受
付
け
は
出
来

ま
せ
ん
。
棄
権
届
」
用
紙
及
び
「
郵
便
振
替
」
も

徐
々
に
廃
止
し
ま
す
。

（
記
録
一
覧
に
、
通
算
回
数
を
表
記
し
ま
し
た
。
回
数
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
ら
「
よ
ろ
ず
相
談
」
用
紙
に
記
載
し
申
し
出
下
さ
い
）

五

バ
ー
コ
ー
ド
受
付
を
通
過
し
な
い
方
は
「
ノ
ー
エ
ン
ト
リ
」
の
表
示
を
し
ま
す
。

六

近
い
う
ち
に
結
果
記
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
紙
で
の
発
表
を
少
な
く
し
ま

す
。

以
上
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
月
例
川
崎
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
員
募
集
し
て
い
ま
す
。

第４１９回 月 例

最 終 日 曜 日

第４１８回月例参加者動向

年間累計出場者（～12月 9510 )

( 昨年同月 9747 )

2010.12.26 晴 無風 8.6℃ 34%

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 269 50 319

５ｋ 245 43 288

３

ｋ

幼少 16 3 19

中学 11 1 12

大人 265 55 320

計 292 59 351

子ども１ｋ 26 23 49

延べ出場者 832 175 1007

初参加者 58 23 81

棄 権 53 9 62

延べ参加者 885 184 1069

◆来月の月例は、２月２７日です。
３月までは冬時間。
子供１ｋ ９：15 ３ｋ ９：30

５ｋ 10：00 10ｋ 10：30
です。

４月からは夏時間！スタート８時です

◇
２
０
１
１
年
３
月
13
日
（
日
）
は

２
０
１
１
年
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

場
所
：
古
市
場
グ
ラ
ン
ド
発
着

参
加
費
３
０
０
０
円

（
本
部
で
受
付
し
て
い
ま
す
）

ス
タ
ー
ト

Ａ
Ｍ
10
：
00

（
１
５
０
０
名
規
模
）

◇
２
０
１
１
年
よ
こ
は
ま
ビ
ビ
チ
ッ
タ
４
月
３
日
（
日
）

会
場
：
新
横
浜
ア
リ
ー
ナ
脇
よ
こ
は
ま
月
例
会
場

参
加
費
３
５
０
０
円

１
６
１
８

大
竹

克
己

２
８
７

野
口

信
弘

４
５
０

吉
田

和

１
２
９
９

安
孫
子
鉄
也

２
２
６
０

中
村

智
宏

１
７
７
１

高
尾

敏
幸

２
３
２
５

加
藤

洋
資

２
０
９
４

岡
西

敏
晃

２
８
３
２

櫻
井

勉

２
８
９
２

井
上

昭
浩

２
９
３
０

色
部
麟
大
郎

４
０
２

窪
田

千
紗

４
０
５

窪
田

紗
奈

４
５
５

石
浜

珠
絵

４
６
６

森

久
美

３
４
６
２

吉
田

智
洋

３
４
７
４

鳥
淵

裕
史

３
４
７
９

井
形

繁
雄

１
６
７

河
野

慶
子

４
２
４

石
川

彰
一

１
０
６
５

山
口

治
夫

２
０
３
５

久
慈

直
樹

２
９
７
８

古
家

彰
一

３
１
２
９

佐
藤

直
一

３
５
３
４

原

鎮
夫

３
５
５
８

戸
塚

丈
敦

４
０
０
６
高
野

葵
郁
（
先
月
記
載
漏
れ
）

７
１
１

大
川

晴
利

７
８
９

下
村

誉

１
８
１
４

石
坂

弘
明

２
２
７
９

鳥
内

雄
高

第
４
１
９
回
月
例
表
彰
者

◇
１
５
０
回

連
続
出
場
賞

◇
１
３
０
回

連
続
出
場
賞

◇
８
０
回

連
続
出
場
賞

◇
５
０
回

連
続
出
場
賞

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
参
加
の
ラ
ン

ナ
ー
及
び
役
員
の
皆
さ
ま
２
０
１
１

年
も
幕
開
け
し
意
気
揚
々
と
あ
ら
た

ま
っ
た
気
持
ち
で
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ

ン
へ
参
加
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
ご
協
力
へ
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
昨
年
９
月
に
バ
ー
コ
ー

ド
を
お
渡
し
し
、
10
月
月
例
は
台
風

の
影
響
で
実
際
の
バ
ー
コ
ー
ド
で
の

受
付
・
自
動
計
測
運
用
は
11
月
、
12

月
の
２
回
の
試
行
と
な
り
ま
し
た
。

新
方
式
で
の
当
日
記
録
発
表
に
若

干
手
間
取
り
、
皆
さ
ま
に
ご
不
満
を

与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、
新
方
式
で
の
月

例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
ス
ム
ー
ス
に
移

行
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
る
２
日
に
は
月
例
湘
南
は
４
０

０
回
記
念
、
２
月
よ
こ
は
ま
月
例
は

30
周
年
記
念
と
神
奈
川
の
３
つ
の
月

例
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
で
30
年
以
上

「
誰
で
も
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
！
」

「
ス
ポ
ー
ツ
は
平
和
と
と
も
に
！
」

を
掲
げ
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

月
例
マ
ラ
ソ
ン
は
昨
今
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
ブ
ー
ム
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
市
民
の
文

化
的
で
健
康
で
人
間
ら
し
い
活
動
の

一
環
と
し
て
皆
さ
ま
と
と
も
に
毎
月

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
以
上
）

２
０
１
１
年
の
幕
開
け
に
思
う

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン

会
長

佐
藤

静
雄

◇
３
５
回

連
続
出
場
賞

◇
２
５
回

連
続
出
場
賞

◇
１
５
回

連
続
出
場
賞

◇

９
回

連
続
出
場
賞

◇

４
回

連
続
出
場
賞

◇
記
録
一
覧
に
通
算
回

数
を
表
示
し
ま
し
た
。

回
数
が
違
っ
て
い
ま
し

た
ら
よ
ろ
ず
相
談
用
紙

で
本
部
へ
お
願
い
し
ま

す
。

300回金野 正与2001年6月
300枦山 隆治2003年 5月

300泉山 信義2003年 5月

300藤本 貴2003年12月

300高橋 安子2005年 2月

300菊池 成一2005年 7月

300山本 聡2006年 2月

300遠藤 敏明2007年 2月

300井本 雅昭2009年 2月

300佐藤 教道2009年 4月

300荒田 正治2009年 4月

300色部 昭子2009年 4月

300國府方 昇2009年 5月

300堀田 尚宏2010年 2月

300嶋田 秀尚2010年 4月

300上野 毅2010年 6月

250田宮 正夫1998年12月

250森 泰之2000年11月

250堀田 昌宏2007年 1月

250馬場 均2007年 9月

250佐藤 道夫2007年 9月

250大高 敏2007年10月

250高槻 岩雄2008年3月

250中野 幹夫2008年6月

250益子 武男2008年7月

250平林 実2008年8月

250吉原 尚二2008年10月

250戸田 幹雄2008年10月

250鈴木 忠一2008年11月

250佐藤 文信2009年 3月

250東 賢一 2009年7月

250八澤日出雄2010年1月

250山形 勲2010年3月

250小出 清一2010年11月

250佐藤 憲七2010年11月

250神崎 義一2010年11月

200高梨 英雄1994年 6月

200山本 正美1995年 1月

200秋本 久雄1995年 1月

200並木 義造1996年 1月

200石川 勝康1997年12月

200石川美恵子1998年 5月

200登坂 一郎2000年 1月

200坂本 正博2005年 2月

200鳥海 島二2005年 5月

200渡辺 次雄2005年12月

200工藤 正義2006年 1月

200村山ヒメ子2006年12月

200岩澤 和雄2007年 6月

200浅野 茂2007年10月

200飯田 忠二2007年11月

200田中 洋一2007年12月

200菊地 裕2007年12月

200松永 哲扶2008年 4月

200崎山千恵子2009年10月

200九島 善幸2010年 1月

200長谷川祐子 2010年5月

200大平 義明 2010年 6月

200小西 康生 2010年 6月

180國府方 進 1999年 6月

180入山 宗駿 1999年11月

180渡部 一夫2009年10月

180秋元 末吉2009年10月

180横山美恵子2010年 3月

180沢尻 広美2010年 5月

180三ッ沢 博2010年 5月

150山田 裕也 2009年 6月

150前田 良治 1992年11月

150山本 道也 1993年 3月

150永田 照志 1997年12月

150藤田 藤攻 2002年12月

150山田 正作 2003年12月

150山口 真己 2005年 4月

150岩永 允宏2005年12月

150山本 真次2006年 4月

150山本 浩次2006年 4月

150酒井 良忠2006年10月

150伊藤 弘之2006年12月

150栗田 順子2008年 1月

150藤山 重行2008年 9月

150本多 浩二2009年11月

150三乗 洋元2010年 1月

150工藤 雄一2010年 3月

150中村 晴彦2010年 4月

150山本 茂樹2010年 7月

150小林千恵子2010年 9月

150大竹 克巳2010年12月

130清家 一徳 2006年11月

130小山比登美2007年 2月

130都甲 剛2008年11月

130龍見 文雄2010年 1月

130森 幸雄2010年 1月

130城野 則重2010年 5月

100柳川 英明1991年11月

100色部 陽 1992年3月

100浜里 悦子2002年 6月

100鈴木つや子2005年10月

100杉原 賢治2006年 8月

100佐藤かおる2006年10月

100阿倍 昌良2009年 3月

100辻川 松雄2009年 7月

100加藤 久実2009年 7月

100林 納2009年 8月
100加藤 重之2009年12月

100佐藤 義之2010年 5月

100飯塚 精彦2010年 7月

100内田 靖夫2010年 7月

月例川崎マラソン連続出場１００回以上到達者顕彰
（２０１１年１月現在 出場者のみ）

２
３
６
４

池
田

哲

２
８
９
８

甲
池

建
朗

２
９
５
２

太
田

努

３
２
９
０

江
部

光
明

３
４
３
６

長

克
弘

３
５
７
０

田
代

清
久

３
５
７
９

権
守

起
資

３
５
８
３

菊
田

幸
夫

３
６
９
８

大
畑

秀

３
８
７
４

青
山

卓
哉

４
０
４
２

田
村

裕
之

（
敬
称
略
）
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編
集
後
記

よ
こ
は
ま
月
例
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を

得
て
バ
ー
コ
ー
ド
導
入
が
ス
ム
ー
ス
に
出

来
ま
し
た
。
ま
だ
一
人
立
ち
と
は
行
き
ま

せ
ん
が
、
神
奈
川
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
組
織
す
る
３
つ
の
月
例
が
バ
ー
コ
ー
ド

と
い
う
新
し
い
ツ
ー
ル
に
挑
戦
し
そ
の
機

能
と
協
力
態
勢
で
次
な
る
月
例
マ
ラ
ソ
ン

を
創
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
０
１
１
年
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
「
バ
ー

コ
ー
ド
の
本
稼
働
」
に
挑
戦
で
す
。

昨
年
の

10
月
は
通
り
過
ぎ
た
台
風
で
月

例
中
止
で
バ
ー
コ
ー
ド
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
１
ケ
月
空
い
て
し
ま
い
、
11
月

12
月
と

操
作
に
戸
惑
い
も
で
て
参
加
の
皆
さ
ま
か

ら
叱
責
も
頂
き
ま
し
た
。
機
械
で
す
か
ら

一
つ
一
つ
を
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
確
実

な
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
新
方
法
の
研
鑽
に
挑
戦
し
、
更
な
る
上

を
目
指
し
て
月
例
ら
し
い
「
わ
き
あ
い
あ

い
」
の
古
市
場
グ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ

ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
２
に
は
湘

南
で
４
０
０
回
。
神
奈
川
の
３
つ
の
月
例

は
月
例
川
崎
を
先
頭
に
間
も
な
く

35
年
は

２
月
で
す
。
地
域
に
根
づ
い
て
、
こ
れ
ぞ

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
！
。
感
謝
・
感
謝
。

①
『
原
稿
募
集
』
コ
メ
ン
ト

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
何
で
も
可

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

②

１
月
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
本
格
運
用

に
入
り
ま
す
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
Ｎ

Ｏ
Ｃ
右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ド
を
忘
れ
た
方
で
も
ゴ
ー
ル

で
き
ま
す
。

紛
失
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は

自
己
管

理
で
す
。
紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行
５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

ま
た
、
紙
で
の
棄
権
届
け
は
順
次
廃
止

し
て
行
き
ま
す
。

当
月
の
棄
権
届
け
は
通
常
の
バ
ー

コ
ー
ド
受
付
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

（
扱
い
は
ゴ
ー
ル
せ
ず
で
識
別
し
ま

す
）
ま
た
次
月
の
棄
権
届
け
は
バ
ー

コ
ー
ド
再
発
行
所
で
バ
ー
コ
ー
ド
読

取
り
で
Ｏ
Ｋ
。

「
記
録
に
連
続
回
数
と
通
算
回
数

を
表
記
し
ま
し
た
。

初
参
加
が
２
０
０
０
年
以
前
の
方

は
通
算
回
数
を
申
告
し
て
下
さ
い
。

kyas@mwd.biglobe.ne.jp
子
供
の
こ
ろ
、
ち
い
さ
な
洞
窟
を
、
ひ
み
つ
基
地
に
し
、

よ
か
ら
ぬ
こ
と
を
し
て
、
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
５
人
も

入
る
と
満
杯
に
な
る
洞
窟
で
、
秘
密
の
談
合
を
し
て
い
た

が
、
い
ま
思
う
と
く
だ
ら
な
い
話
題
に
嬉
々
と
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
外
界
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
、
自
分
た
ち

の
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
理
由
も
な
く

気
持
ち
が
た
か
ぶ
り
興
奮
し
て
い
た
。

洞
窟
を
見
る
と
、
そ
の
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

恐
い
け
れ
ど
も
興
味
が
あ
り
、
未
知
の
世
界
に
踏
み
こ
む

よ
う
で
、
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
に
洞
窟
は
さ
せ
て
く
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
昨
年
10
月
、
３
泊
４
日
の
韓
国
ツ
ア
ー

で
、
済
州
島
に
行
っ
た
と
き
、
世
界
で
最
大
と
言
わ
れ
る

洞
窟
（
萬
丈
窟
）
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
済
州
島
は
火

山
岩
で
出
来
た
島
だ
け
あ
っ
て
、
観
光
地
に
は
噴
火
で
で

き
た
城
山
日
出
峰
や
、
ハ
ル
ラ
サ
ン
が
あ
る
が
、
そ
の
ハ

ル
ラ
サ
ン
の
噴
火
に
よ
っ
て
出
来
た
溶
岩
洞
窟
が
マ
ン
ジ
ャ

ン
グ
ル
で
あ
る
。
全
長
約
９
キ
ロ
あ
り
、
そ
の
中
の
１
キ

ロ
だ
け
が
公
開
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
地
下
に
も
ぐ
る
よ
う

な
階
段
を
お
り
て
い
く
と
、
そ
の
広
さ
に
驚
い
て
し
ま
っ

た
。
子
供
の
頃
に
見
た
洞
窟
や
鍾
乳
洞
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き
な
溶
岩
洞
窟
で
あ
っ
た
。
薄
暗
い
な
か
を
、

足
も
と
に
気
を
つ
け
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
、
高
温
の
溶

岩
が
、
四
方
の
形
状
を
変
形
さ
せ
る
ほ
ど
、
物
凄
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
し
な
が
ら
、
激
し
く
通
過
し
て
い
っ
た
様
子

を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
す
さ
ま
じ
い
溶
岩
形
状
が
、
そ
こ
に

は
残
っ
て
い
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
終
点

の
１
キ
ロ
先
に
巨
大
な
溶
岩
が
吹
き
上
げ
、
そ
の
形
の
ま

ま
固
ま
っ
て
、
洞
窟
の
天
井
を
貫
く
よ
う
に
し
て
残
っ
て

い
る
溶
岩
が
神
秘
的
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
言
葉
を
信
じ

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
洞
窟
の
中
ほ
ど
ま
で
き
た
ら
、
足
元

の
暗
さ
に
、
目
も
な
れ
、
お
の
ず
と
歩
く
速
度
も
は
や
く

な
っ
た
、
そ
し
て
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
終
点
ま
で
い
っ

て
引
き
返
し
て
く
る
観
光
客
と
す
れ
ち
が
う
よ
う
に
な
っ

た
。
す
れ
ち
が
う
人
達
の
会
話
が
、
自
然
に
耳
に
は
い
っ

た
、
終
点
に
あ
る
巨
大
な
噴
火
溶
岩
の
こ
と
ら
し
い
、
期

待
し
た
ほ
ど
の
物
で
は
な
い
よ
う
な
い
い
ぐ
さ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
た
か
ら
に
は
ど
ん
な
物
な
の
か
、

と
く
と
、
拝
見
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
お
立
ち
台
の
先

を
み
る
と
、
照
明
が
燦
燦
と
光
る
中
に
、
巨
大
に
そ
び
え

る
噴
火
溶
岩
を
見
た
瞬
間
な
ん
だ
か
漫
画
に
で
て
く
る
と

ぐ
ろ
を
巻
い
た
巨
大
な
ウ
ン
コ
の
よ
う
だ
っ
た
。
（
完
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
洞
窟
』１

６
２

山
下

覚

年
が
明
け
、
ま
た
一
攫
千

金
を
目
指
し
て
、
穴
探
し
の

長
い
旅
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
年
の
目
標
は
、
な
に
が
な

ん
で
も
万
馬
券
を
ゲ
ッ
ト
す

る
こ
と
だ
。
お
金
の
な
い
男

は
死
人
も
同
然
、
お
金
っ
て

の
は
、
寂
し
が
り
屋
だ
か
ら

少
な
い
と
こ
ろ
に
は
寄
り
つ

か
な
い
。
ロ
レ
ッ
ク
ス
を
腕

に
巻
き
、
イ
タ
リ
ア
製
の
ス
ー

ツ
を
着
け
た
相
棒
が
や
っ
て

来
た
。
『
羽
振
り
が
良
さ
そ

う
だ
な
』
『
ま
ぁ
、
長
丁
場

や
っ
て
り
ゃ
、
そ
の
う
ち
良

い
こ
と
も
あ
る
っ
て
』
と
、

ほ
く
そ
笑
む
ん
だ
。
『
夢
っ

て
の
は
、
い
い
も
の
だ
。
夢

が
あ
り
ゃ
靴
を
は
き
紐
を
締

め
つ
け
、
立
ち
あ
が
ん
の
さ
、

一
歩
踏
み
だ
そ
う
と
す
る
』

マ
ル
ボ
ロ
に
火
を
つ
け
、

『
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
馬
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
っ
た
よ
』
と
い
っ
て
歩

き
は
じ
め
た
ヤ
ツ
の
背
を
見

送
っ
た
が
俺
は
自
分
に
罵
声

を
浴
び
せ
た
。
卑
屈
に
頭
を

下
げ
て
い
る
自
分
が
不
意
に

腹
立
た
し
く
な
っ
た
。
老
い

て
慎
重
な
ば
か
り
で
は
活
力

は
失
せ
る
。
さ
れ
ど
年
齢
に

甘
え
て
雑
に
逃
げ
れ
ば
そ
れ

は
老
醜
だ
。
自
分
の
内
な
る

心
の
飢
え
を
鎮
め
、
み
つ
め

求
道
者
に
な
る
た
め
、
ひ
た

す
ら
走
る
。

（
完
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
元
気
に
一
年
を
駆
け
抜
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

駄
句
駄
句
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
一
年
の
初
め
は
や
っ
ぱ
駅
伝
で
し
ょ
う
】

駅
伝
で

始
ま
り
終
わ
る

三
が
日

全
日
本
実
業
団
・
箱
根

【
全
日
本
選
手
権
で
二
位
に
入
り
世
界
選
手
権
へ
】

滑
り
込
み

真
央
が
入
っ
て

様
に
な
り

美
姫
、
真
央
、
加
奈
子

【
ク
ニ
マ
ス
発
見
で
陛
下
よ
り
お
褒
め
の
お
言
葉
】

さ
か
な
ク
ン

言
葉
賜
わ
り

ギ
ョ
ギ
ョ
っ
と
し

ま
さ
に
ギ
ョ
ギ
ョ

【
斎
藤
佑
樹

流
行
語
特
別
賞
に
あ
や
か
っ
て
】

持
っ
て
ま
す

で
き
た
女
房
と

射
止
め
た
眼

自
画
自
賛

「
こ
れ
に
ま
も
な
く
連
続
二
百
回
の
さ
る
人
よ
り
返
句
あ
り
」

持
っ
て
ま
せ
ん

金
と
脚
力

い
い
女
房

謙
虚
で
す
ね

今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
「

年
々
是
好
年

」

新
『
快
汗
駄
句
駄
句
』

１
９
５
９

下
山
孝
雄

月例エッセー

『 無想転生』
134 森 泰之

第
４
１
８
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

上
下
黒
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
に
ク
ッ
キ
リ
と
、
チ
ー
ム

名
の
「
寛
政
大
学
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
名
も
「
寛
政
大
学
」
バ
ー
チ
ャ
ル
（
架
空
）
の

大
学
で
す
が
、
本
や
映
画
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
呟
き
サ
イ
ト
）

つ
ぶ
や

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。
遠
く
島
根
か

ら
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
す
。

４
０
５
２

佐
々
木
吉

彦
・
４
１

６
０
渡
辺

篤
志
・
４

２
１
５
安

中
光
也
の

各
氏
ほ
か
。

右
上
写
真
は
３
５
８

０
権
守
泰
一
君
（
６

歳
）

３
５
３
１
権
守
遼
太

君
（
小
３
）

４
０
０
６
高
野
葵
郁

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
と

お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
た
ち
。

上
左
は
陸
上
競
技
多

摩
川
ク
ラ
ブ
、
ラ
ン

ナ
ー
の
面
々
。

下
一
段
目
は
１
１
６

０
平
井
百
花
ち
ゃ
ん

（
４
歳
）
と
お
母
さ

ん
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
へ
！

特
に
親
子
様
で
参
加
の
ご
家
族
様
で
、

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
や
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
け
間
違
え
が
な

い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
は
ゴ
ー
ル
し
た
順
に
お
並

び
下
さ
い
。
ス
ム
ー
ス
な
読
取
り
に
ご
協
力
を

写
真
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

中
山
浩
明


